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【手続補正書】
【提出日】令和1年9月9日(2019.9.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
回転しながら第１方向に水平移動する円筒状のブランケットロールと、
前記ブランケットロールの下端と接し、互いに異なる色のインクが塗布された二つ以上の
インク転写版とを含むグラビアオフセット印刷(Gravure offset printing)装置であって
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、
前記互いに異なる色のインクがスキージ時に互いに混合されないように一端が前記インク
転写版に接した状態で第１方向と直交する第２方向に移動するブレードを含み、
前記ブランケットロールが、１回転し、第１方向に移動しながら、二つ以上の転写版上の
インクが前記ブランケットロールの表面に転写され、
前記ブランケットロールの表面に転写された二つ以上のインクが、前記ブランケットロー
ルの正面に位置する印刷物上の同一な目標地点に重ね印刷されることで多色印刷をするこ
とを特徴とする、グラビアオフセット印刷装置。
【請求項２】
一番目のインク部分を印刷物に印刷した後、
印刷物が第１方向に単方向移動した後、二番目のインク部分を重ね印刷するために、前記
ブランケットロールは上下移動せずに回転しながら回転したほどに第１方向に単方向移動
することを特徴とする、第１項のグラビアオフセット印刷装置。
【請求項３】
前記印刷物が第１方向に単方向移動した距離は、前記ブランケットロールが回転しながら
第１方向に単方向移動した距離と同じであることを特徴とする第２項のグラビアオフセッ
ト印刷装置。
【請求項４】
前記印刷物が第１方向に単方向移動した距離、及び 前記ブランケットロールが回転しな
がら第１方向に単方向移動した距離は、
２πr/N = L+Δ+δであり、
ここで、Nは、 転写版の個数 、
Lは、転写版の第１方向の長さ、
Δは、転写版と転写版との間の第１方向の間隔、
εは、弾力性のあるローラが転写版及び印刷物に各々接して発生する半径の長さの変化(
ニップ(Nip))による微小補正量であるδをNに分けた値を意味することを特徴とする第３
項のグラビアオフセット印刷装置。
【請求項５】
各々のインク転写版は、第１方向に所定の間隔(Δ)を持ち、 配置され、
前記ブランケットロールの外周の長さは、
各々のインク転写版の第１方向の長さと、各々のインク転写版の間の所定の間隔の第１方
向の長さとを足した長さ以上であることを特徴とする第１項のグラビアオフセット印刷装
置。
【請求項６】
前記ブランケットロールの外周の長さは、
 

であり、
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ここで、
Nは、 転写版の個数、
Liは、第i番目の転写版の第１方向の長さ、
Δjは、第j番目の転写版の後に続く転写版の間の第１方向の版の間隔、 
δは、弾力性のあるローラが転写版及び印刷物に各々接して発生する半径の長さの変化(
ニップ(Nip))による微小補正量を意味することを特徴とする第５のグラビアオフセット印
刷装置。
【請求項７】
前記ブランケットロールの硬度は、JIS-A規格４０度以下０度超過であり、
前記ブランケットロールのロール回転速度及び第１方向への水平移動速度は、転写版上で
０．５m/分以上１２m/分以下であることを特徴とする第１項のグラビアオフセット印刷装
置。
【請求項８】
前記ブランケットロールの第１方向移動範囲に、開始インク線及び残余インク線が入らな
いことを特徴とする第１項のグラビアオフセット印刷装置。
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